
                    「中
 な か 

福良
ふ く  ら  

の子
こ

の
せ い か つ

生活」 

                                                       霧島市立中福良小学校 

 

 《登校
とうこう

まで》 

      （１）
い え

家を
で

出る
じ こ く

時刻を決
き

め、
 じ

８時１５
ふ ん

分までに
が っ こ う

学校に着
つ

くようにしましょう。 

      （２）
が っ こ う

学校に
お く

遅れる
と き

時や
や す

休む
と き

時は
が っ こ う

学校に
かなら

必 ず
れ ん ら く

連絡しましょう。 

    (℡ 0995-43-9232)   

      （３）
こ う つ う

交通ルールやバスでのマナーを
ま も

守り、決
き

まった
つ う が く

通学
ろ

路を
と お

通りましょう。 

      （４）
せ ん せ い

先生や
と も だ ち

友達、地域
ち いき

の
か た

方に会
あ

ったら、
じ ぶ ん

自分から
す す

進んであいさつをしましょう。      

      （５）
た い い く

体育
ぼ う し

帽子（赤
あ か

）をきちんとかぶって
と う こ う

登校しましょう。 

（6）バスに
お く

遅れないよう、
よ ゆ う

余裕をもって
い え

家を出
で

ましょう。 

 

《登校
とうこう

したら》 

      （１）
うわ

上ばきにはきかえ、はきものやかさなどは決
き

められた場所
ば し ょ

に
せ い り

整理しましょう。    

    （２）
ど う ぐ

道具の
し ま つ

始末をしっかりしましょう。 

      （３）
しゅくだい

宿 題や
ていしゅつ

提 出
ぶつ

物を
わす

忘れずに
ていしゅつ

提 出しましょう。集金
しゅうきん

は直接
ちょくせつ

、
せんせい

先生に
わた

渡しましょう。 

 

  《学習
がくしゅう

するときは》 

      （１）
はじ

始まりのチャイムが鳴
な

ったらすぐに
せき

席に着
つ

きましょう。 

      （２）
がくしゅう

学 習する
とき

時の姿勢
し せい

に気
き

をつけましょう。 

      （３）学習
がくしゅう

用具
ようぐ

には、すべて
な ま え

名前を書
か

きましょう。 

      （４）
すす

進んで発表
はっぴょう

し、
さ い ご

最後まではっきり言
い

いましょう。 

      （５）
はな

話す
ひと

人の
ほう

方を向
む

いて、
せんせい

先生や
ともだち

友達の
はなし

話 を
め

目と
みみ

耳でしっかり聴き
き  

ましょう。 

      （６）
えんぴつ

鉛筆はとがったものを
じゅんび

準備しておきましょう。 

  《校内
こうない

では》 

      （１）次
つぎ

の学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をしてから外
そと

に出ましょう
で        

。 

      （２）廊下
ろ う か

や階段
かいだん

では遊ばない
あそ      

ようにし、右側
みぎがわ

を歩きましょう
ある          

。 

           （雨
あめ

の日
ひ

は、室内
しつない

での静か
しず  

な遊び
あそ  

を工夫
く ふ う

しましょう。） 

      （３）チャイム
ち ゃ い む

の合図
あいず

を守り
まも  

、素早く
す ば や   

行動
こうどう

しましょう。 

      （４）よその教室
きょうしつ

に入る
はい  

ときは、許し
ゆる  

を受けて
う   

から入りましょう
はい          

。 

      （５）気持ち
き も  

のよいあいさつをしましょう。 

      （６）よそからのお客
  きゃく

さまに会ったら
あ    

あいさつや会釈
えしゃく

をしましょう。 

      （７）昼
ひる

休み
やす  

は、校庭
こうてい

で元気
げ ん き

よく遊び
あそ  

ましょう。 

      （８）原則
げんそく

として休み
やす  

時間
じ か ん

の体育館
たいいくかん

開放
かいほう

はしません。 

    



《 給食
きゅうしょく

時間
じかん

》         

      （１）
て

手を
あら

洗って
しず

静かに待
ま

ちましょう。 

      （２）
とうばん

当番はきちんと身
み

じたくし、
て ば や

手早く
じゅんび

準備しましょう。 

      （３）マナーを
まも

守って
たの

楽しく食
た

べましょう。 

      （４）
あ と し ま つ

後始末をきちんとし、歯
は

をみがきましょう。 

  《そうじ》 

      （１）順序
じゅんじょ

よく、
ちから

力 を合
あ

わせて、
む ご ん

無言で
じ か ん

時間いっぱいそうじをしましょう。 

      （２）
よ う ぐ

用具はていねいにあつかい、
あ と し ま つ

後始末をきちんとしましょう。 

      （３）終
お

わったら、
て あ ら

手洗い、うがいをしましょう。 

  《放課後
ほう か  ご

》 

      （１）
しゅうごう

集 合は
む ご ん

無言で
はや

早くしょう。                                                

（２）
こうつう

交通のきまりやバスのマナーを
まも

守って決
き

まった
つうがく

通学
ろ

路を
かえ

帰りましょう。 

      （３）
たいいく

体育
ぼ う し

帽子（赤）
  あか  

をきちんとかぶって
げ こ う

下校しましょう。        

      （４）
ともだち

友達と誘い合
さ そ  あ

って
しゅうだん

集 団で
かえ

帰りましょう。    

   《その他
  た

・服装
ふくそう

について》 

      （１）
がっこう

学校へは、学習
がくしゅう

に
ふ ひ つ よ う

不必要なものは持
も

ってこないようにしましょう。 

（２）
けいたい

携帯
で ん わ

電話を
し よ じ

所持する
ば あ い

場合は必ず
かなら  がつこうちよう

学校長の
き よ か

許可を得て
え  

、ルールを守り
まも  

ましょう。 

      （３）
ほ う か ご

放課後や
きゅうじつ

休 日に、忘れ物
わ す  も の

などで
きょうしつ

教 室に
はい

入る
とき

時や
で

出る
とき

時は、職員
しょくいん

室
しつ

の
せんせい

先生
がた

方の
ゆる

許

しを受
う

けましょう。 

      （４）
ぼうはん

防犯ブザーや
ふえ

笛をいつも持ち歩
 も   ある

きましょう。 

      （５）ハンカチ、ちり紙
   が み

をいつも持ち歩
 も   ある

きましょう。(ポケットのある
ふく

服を着
き

ましょう) 

      （６）
がっこう

学校の
ふくそう

服装は華美
か び

なものでなく、
かつどう

活動しやすいものにしましょう。 

 
そと

外ばき・・・
うんどう

運動のしやすい
くつ

靴を
えら

選びましょう。 

           
くつした

靴下・・・・ひざよりも短い
みじか  

ものにしましょう。 

           髪形
かみがた

・・・・
せいけつ

清潔を
こころが

心掛けましょう。 （
かみ

髪の
なが

長い
ひと

人は
むす

結びましょう） 

         ※
と う き

冬期の
ふくそう

服装について 

      ・マフラーや
てぶくろ

手袋は
と う げ こ う

登下校のみ着用
ちゃくよう

を
みと

認めます。 

・
たけ

丈の
なが

長すぎる上着
うわぎ

は校舎内
こうしゃない

では着用
ちやくよう

しません。 

            ・カイロの
けいたい

携帯は
げんそく

原則として
みと

認めません。 (ただし、体調
たいちょう

によって
こうりょ

考慮します）

     ※ 標準
ひょうじゅん

服
ふく

について 

      ・
ぎ し き

儀式
てき

的
ぎょうじ

行事の
とき

時は、 標準
ひょうじゅん

服
ふく

を
ちやくよう

着 用します。 

          （
ぎ し き

儀式
てき

的
ぎょうじ

行事とは、入学
にゅうがく

式
しき

、卒業
そつぎょう

式
しき

、
しぎょう

始業
しき

式、 終業
しゅうぎょう

式
しき

、 修了
しゅうりょう

式
しき

、辞任
じ にん

式
しき

など） 

※体育
たいいく

のときのきまり 

・
たいいく

体 育
ふく

服を
ちやくよう

着 用します。冬場
ふ ゆ ば

はトレーナを着用
ちゃくよう

しましょう。 

・日焼け
ひ や  

止め
ど  

は
いえ

家で塗っ
ぬ  

てきます。 


